
要保護児童対策地域協議会（要対協）について

○ 構成機関の代表者が出席

○ 要対協、個々の構成機関の活動状況確認

○ 年１回開催

代表者会議

札幌市要保護児童対策地域協議会の全体構造

○ 危険度や緊急度の判断、状況把握、問題点の確認、情報共有

○ 支援方針策定、役割分担、主担当機関や主たる支援機関の決定 等

個別ケース検討会議

H28 H29 H30 R1 R2

事例数 312 364 492 786 1,073

実施状況

○ 支援対象児童等の定期的な情報確認・共有、進行管理

○ 支援対象児童等の実態把握、総合的把握

○ 各区年３回開催

実務者会議

実務者会議関連の運用改善

①（上図のとおり）進行管理台帳を作成するものとしないものに分
かれていたが運用に曖昧さがあった。

②進行管理台帳の記載情報が多く維持管理に支障。

③実務者会議では、進行管理台帳の説明に時間を費やす。

④区家庭児童相談室におけるケースの進行管理方法が統一され
ていない。

①区や児相で継続支援する虐待等のケースは、全件一律で進行
管理台帳を作成。

②進行管理台帳の様式を簡素化、事務負担を軽減。

③実務者会議で説明すべきケースを絞り込み、支援方法等の議論
を行うなどの工夫。

④ケース進行管理の基本的な方法を策定。

区や児相で
進行管理するケース

進行管理台帳作成ケース
（実務者会議で共有）

進行管理台帳作成ケース
（実務者会議で共有）

養護・虐待等
継続支援ケース
（区・児相）

これまで

改善後

令和３年（2021年）６月14日
子）児童相談所地域連携課
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